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イ
ル
ス
対
策
②
▽
都
立
・
公

社
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化

の
中
止
③
都
が
検
討
す
る
カ

ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
誘
致
反
対
を

公
約
と
し
た
。

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化

や
羽
田
空
港
の
新
飛
行
ル
ー

ト
運
用
に
よ
る
都
心
の
低
空

飛
行
の
反
対
な
ど
「
重
視
す

る
８
課
題
」
も
掲
げ
た
。
会

見
で
宇
都
宮
さ
ん
は
「
ま
ず

は
雇
用
を
守
ら
な
い
と
経
済

復
興
も
あ
り
え
な
い
。
ハ
コ

モ
ノ
建
設
な
ど
を
一
部
中
断

し
、
予
算
の
振
り
替
え
を
大

【６月の行動】
◆6月11日（木）18:00 新宿駅西口

STOP!安倍政権発議 緊急署名街宣

◆6月14日（日）14:00 新宿駅西口

モリ・カケ・桜疑惑追及 安倍政権退陣

◆6月19日（金）18:30 衆院第2議員会館前

6.19国会議員会館前行動

元
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長
の

宇
都
宮
健
児
氏
（

）
が
、
東
京

73

都
庁
で
記
者
会
見
を
開
き
、
任
期

満
了
に
伴
う
東
京
都
知
事
選
（
６

月

日
告
示
、
７
月
５
日
投
開
票
）

18
に
無
所
属
で
立
候
補
す
る
と
正
式

表
明
し
た
。
宇
都
宮
氏
は
過
去
２

回
の
都
知
事
選
で
次
点
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
も
有
力
候
補
に
な
る
。

現
職
の
小
池
百
合
子
氏
（

）
67

も
再
選
出
馬
を
宣
言
し
て
い
る
。

宇
都
宮
さ
ん
は
「
緊
急
の
３
課
題
」

と
し
て
、
①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

や
自
粛
・
休
業
要
請
に
対
す
る
補

償
の
徹
底
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

止
を
決
め
る
べ
き
だ
。

五
輪
の
予
算
を
使
え
ば
、
都

民
の
命
を
救
え
る
」
と
主
張
し

た
。
宇
都
宮
氏
は

年
と

年

12

14

の
都
知
事
選
に
共
・
社
民
・
新

社
の
支
援
を
受
け
て
無
所
属
で

立
候
補
。
と
も
に

万
票
超
を

90

獲
得
し
次
点
と
な
っ
た
。

年
16

「
五
輪
予
算
で
都
民
の
命
救
え
る
」
早
期
中
止
訴
え

宇
都
宮
さ
ん
が
都
知
事
選
挙
に
出
馬

新
社
会
党
い
ち
早
く
推
薦

は
野
党
の
候
補
者
一
本
化
に
伴

い
告
示
前
日
に
出
馬
を
取
り
や

め
た
。
今
回
は
政
党
か
ら
連
携

の
働
き
か
け
は
な
く
、
市
民
団

体
な
ど
の
支
援
を
軸
に
選
挙
戦

を
進
め
る
。
新
社
・
立
憲
・
共

産
・
社
民
・
緑
の
党
な
ど
の
政

党
が
推
薦
し
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
年
２
・
２
％
減
に
上
方
修
正

設
備
投
資
が
押
し
上
げ
る

１
～
３
月
期
改
定
値

内
閣
府
が
８
日
発
表
し
た
20

年
１
～
３
月
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
季
節
調
整
済
み
）

改
定
値
は
、
物
価
変
動
の
影
響

を
除
い
た
実
質
で
前
期
比
０
・

６
％
減
、
こ
の
成
長
ペ
ー
ス
が

１
年
間
続
い
た
場
合
の
年
率
換

算
で
は
２
・
２
％
減
だ
っ
た
。

設
備
投
資
が
底
堅
く
、
先

月
発
表
の
速
報
値
（
前
期
比

０
・
９
％
減
、
年
率
３
・
４

％
減
）
か
ら
上
方
修
正
さ
れ

た
。
都
市
開
発
関
連
の
投
資

が
底
堅
か
っ
た
法
人
企
業
統

計
な
ど
の
最
新
デ
ー
タ
を
反

映
。
設
備
投
資
は
速
報
段
階

の
前
期
比
０
・
５
％
減
か
ら

１
・
９
％
増
に
な
っ
た
。

６
月
９
日
、
厚
生
労
働
省

が
発
表
し
た
毎
月
勤
労
統
計

調
査
（
速
報
）
に
よ
る
と
、

４
月
の
実
質
賃
金
は
前
年
比

０
・
７
％
減
と
２
カ
月
連
続

で
減
少
し
た
。
景
気
の
悪
さ

が
益
々
労
働
者
の
生
活
を
直

撃
し
て
い
る
。

胆
に
行
う
」
と
述

べ
た
。
来
夏
に
延

期
さ
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
「
専
門

家
が
来
年
の
開
催

は
難
し
い
と
い
う

な
ら
、
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
で
中



茨
城
ユ
ニ
オ
ン
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、
雇
用
が
破
壊
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
非

正
規
社
員
の
待
遇
差
別
は
、

深
刻
だ
。

そ
ん
な
状
況
化
で
、
茨
城

ユ
ニ
オ
ン
は
、
５
月
の
労
働

相
談
を
「
非
正
規
の
待
遇
差

別
」
を
重
要
課
題
に
し
て
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
た
。

民
間
企
業
に
派
遣

派
遣
だ
け
手
当
無
し
の
差
別
が

民
間
も
公
務
職
場
も
非
正
規
に
圧
力

事
件
で
す
。
今
回
の
２
人
の
保

釈
で
よ
う
や
く
全
組
合
員
の
保

釈
が
実
現
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
釈
さ
れ
た
と
は

い
え
、
裁
判
所
は
、
武
委
員
長

や
湯
川
副
委
員
長
を
は
じ
め
多

く
の
組
合
員
に
対
し
、
組
合
事

務
所
へ
の
立
ち
入
り
や
組
合
員

同
士
の

接
触
、
面
会
、
電
話
、

メ
ー
ル
の
一
切
を
禁
止
す
る
と

の
保
釈
許
可
条
件
を
つ
け
て
い

ま
す
。

事
実
上
の
組
合

活
動
禁
止

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

憲
法
違
反
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
違
反
、

国
際
人
権
規
約
違
反
の
保
釈
条

件
を
取
り
消
さ
せ
る
こ
と
が
焦

眉
の
課
題
で
す
。
し
か
も
、
警

察
・
検
察
・
裁
判
所
が
一
体
と

な
っ
た
労
組
壊
滅
作
戦
に
終
止

符
が
打
た
れ
た
と
楽
観
的
に
と

ら
え
る
こ
と
は
時
期
尚
早
だ
と

私
た
ち
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

大
阪
広
域
生
コ
ン
協
組
が
主

導
し
た
関
生
支
部
排
除
の
攻
撃

も
続
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

警
戒
心
を
高
め
、
反
撃
の
条
件

づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て
い
く

決
意
で
す
。

２
０
２
０
年
６
月
５
日

●
全
日
建
連
帯
委
員
長

菊
池
進

●
近
畿
地
方
本
部

垣
沼

陽
輔

●
関
生
支
部
委
員
長

武

建
一

上
司
に
自
分
で
質
す
か
、
労

働
組
合
に
入
っ
て
団
交
で
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
と
答
え
た
。

Ａ
さ
ん
は
、
「
目
を
つ
け
ら
れ

た
ら
困
る
、
人
間
関
係
が
ま
ず

く
な
ら
な
い
か
？
」
等
で
、
今

回
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ

た
。

会
計
年
度
任
用
職
員

Ｃ
さ
ん
は
、
Ｄ
市
役
所
の
会

計
年
度
任
用
職
員
。
非
常
勤
職

員
と
し
て
３
年
あ
ま
り
勤
務
し

て
き
た
。
病
気
療
養
中
で
体
が

辛
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
上
司
が

面
会
を
求
め
て
く
る
。
何
度
か

面
会
し
て
も
進
展
も
な
く
、
終

わ
ら
ず
再
び
面
会
を
求
め
て

く
る
。
会
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、
雇
用
は
維
持
さ

れ
る
の
か
？
心
配
で
相
談
を

し
て
き
た
。

■
診
断
書
の
提
出
と
病
気
休

暇
届
な
ど
を
き
ち
ん
と
や
っ

て
い
れ
ば
、
そ
ん
な
に
何
度

も
会
う
必
要
は
な
い
。
む
し

ろ
、
執
拗
な
場
合
は
、
パ
ワ

ハ
ラ
に
該
当
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
雇
用
の
維
持
も
、
特

に
契
約
書
の
中
で
、
病
気
休

暇
の
期
限
な
ど
の
規
定
が
な

け
れ
ば
、
雇
用
を
解
消
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
答
え
る
。

■
Ａ
さ
ん
は
派
遣
社
員
で
、

中
堅
小
売
企
業
Ｂ
社
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
社
で

は
最
近
、
コ
ロ
ナ
禍
で
危

険
手
当
も
含
め
て
手
当
金

を
支
給
し
た
。
正
社
員
は

も
と
よ
り
、
期
間
社
員
や

ア
ル
バ
イ
ト
に
も
金
額
は

異
な
る
が
手
当
を
出
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
派
遣

社
員
で
あ
る
Ａ
さ
ん
に
は
、

支
給
さ
れ
な
か
っ

た
。
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
と
い
わ
れ
て

い
る
の
に
、
お
か
し

い
」
と
の
相
談
だ
。

そ
こ
で
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
趣
旨
か

ら
し
て
、
派
遣
社
員

だ
け
手
当
が
差
別
さ

れ
る
の
は
、
お
か
し

い
。
し
か
し
、
そ
れ

を
是
正
す
る
に
は
、

自
分
で
主
張
し
な
い

と
変
わ
ら
な
い
。

武
委
員
長
・
湯
川
副
委
員
長
の
保
釈
に

連
帯
ユ
ニ
オ
ン
・
当
事
者
か
ら
お
礼
が
届
く

関
生
支
部
の
武
建
一
委
員
長

が
５
月

日
、
次
い
で
湯
川
裕

29

司
副
委
員
長
が
６
月
１
日
に
保

釈
さ
れ
ま
し
た
。
２
人
が
最
初

に
逮
捕
さ
れ
た
の
が

年
８
月

18

日
。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
１
年

28の
間
に
、
武
委
員
長
は
計
６
回
、

湯
川
副
委
員
長
は
計
８
回
も
繰

り
返
し
逮
捕
さ
れ
た
。
保
釈
さ

れ
る
ま
で
の
勾
留
期
間
は
武
委

員
長
が
実
に
６
４
１
日
、
湯
川

副
委
員
長
も
６
４
４
日
に
及
ん

だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
人
の
早

期
保
釈
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
全
国
の
み
な
さ
ま
に
、
ま
ず

も
っ
て
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な

く
、
こ
の
「
関
西
生
コ
ン
事
件
」

は
、
関
生
支
部
の
組
合
員
と
事
業

者
が
の
べ

人
逮
捕
さ
れ
、
の
べ

89

人
が
起
訴
さ
れ
る
と
い
う
、
組

67合
活
動
を
理
由
と
し
た
刑
事
弾
圧

事
件
と
し
て
は
戦
後
最
大
規
模
の

茨城ユニオンだより


